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主張

AIやビッグデータ、5GなどのIT技術の発達により、

我々の生活はより豊かになった。

しかし一方で様々な問題も芽を出し始めている。

ビッグデータは個人のプライバシーを侵害するのではないだろうか。
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ビッグデータとは[1]

スマートホンを通じて個人が発する情報、コンビニエンスストア

の購買情報など、日々生成される膨大かつ多様で複雑なデータ

の集合。

単に膨大なだけではなく、非定形でリアルタイムに増加・変化す

るという特徴を持ち合わせている。
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位置情報など



具体的な活用事例[2]

中国の芝麻信用 (セサミクレジット)

中国アリババグループのスマートフォン決済アプリである「芝麻信用」は、

個人のプロフィールや支払い履歴に加え交友関係なども評価の指標として

いる。

個人の職業や学歴、購買履歴などといった膨大なデータを機械学習などで

分析し、信用力を数値化している。
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数値化することにより目でみてわかりやすい



その他の事例[3]

インターネット衣料品通販大手ＺＯ

ＺＯは、2800万件を超える消費者の

サイト経由で得た消費のビッグデー

タを公開する。データは商品や顧客

を特定できないよう匿名化し、利用

規約やプライバシーに配慮されてあ

る。
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メリットとデメリット[4]

メリット

従来できなかった分析ができ

新しい発見ができる、

他の情報との関連が見られる、

リアルタイムでの分析ができる

デメリット

プライバシーの問題、

統計に関する人材の不足、

データの増大によって管理や

バックアップが大変になる
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世論の声と現状[5]

朝日新聞社の全国世論調査（郵送）では、ビッグデータの活用に関心があ

る人が半数以上を占める一方、プライバシー侵害に「不安を感じる」と答

えた者は７３％に達した。

また、新型コロナウイルスの影響により個人の携帯の記録を使った追跡シ

ステムであるCOCOA[6]が動き出したが、プライバシーの保護とビッグデー

タの活用の両立についての議論が国内では未だ不十分である。
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考察

・プライバシーを守るためにデータを提供したくない個人とデータを利用

したい企業との間に距離があり、その温度差がビッグデータの活用を停滞

させてしまっている。

・ビッグデータの活用以前に、まずは個人のプライバシーをきちんと保護

する制度を確立する必要がある。
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